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(57)【要約】

【課題】蓋開閉検知手段による蓋開閉の状態のみに依存

せず、より使用者の意図に即した保温機能を有するジャ

ー炊飯器を提供すること。

【解決手段】蓋７の開閉を検知してからの経過時間を計

時する第１の計時手段１１と、保温延長入力を検知して

からの経過時間を計時する第２の計時手段１２と、保温

開始からの時間を計時する保温経過時間計時手段１０と

、保温動作を自動終了する保温自動終了手段１３とを設

け、保温経過時間が第１の所定の時間を超えても、少な

くとも、第１の計時手段１１もしくは第２の計時手段１

２が時間を計時している場合は、第１の計時手段１１が

計時した時間もしくは第２の計時手段１２が計時した時

間に応じて、保温自動終了手段１３は保温動作を自動終

了することにより、蓋開閉の状態のみに依存せず、所定

の入力手段の操作をしてから所定の時間が経過するまで

、保温動作が自動終了しないようになる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 前 記 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 鍋 の 上 部 を 覆 う

蓋 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 検 知 を 行 う 蓋 開 閉 検 知 手 段 と を 有 し 、

炊 飯 開 始 を 指 示 す る 炊 飯 開 始 入 力 手 段 と 、 保 温 開 始 を 指 示 す る 保 温 開 始 入 力 手 段 と 、 前 記

炊 飯 ま た は 保 温 を 終 了 さ せ て 待 機 状 態 に 戻 す 終 了 入 力 手 段 と 、 保 温 延 長 を 指 示 す る 保 温 延

長 入 力 手 段 と 、 前 記 蓋 開 閉 検 知 手 段 に よ る 蓋 開 閉 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す る 第

１ の 計 時 手 段 と 、 前 記 保 温 延 長 入 力 手 段 に よ る 保 温 延 長 入 力 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を

計 時 す る 第 ２ の 計 時 手 段 と 、 保 温 開 始 か ら の 時 間 を 計 時 す る 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 と 、 待

機 、 炊 飯 、 保 温 等 の 各 モ ー ド の 処 理 手 順 に 従 っ て 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 保

温 動 作 を 自 動 終 了 す る 保 温 自 動 終 了 手 段 と を 設 け 、

前 記 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 を 超 え て も 、 少 な く と も 、

前 記 第 １ の 計 時 手 段 も し く は 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 時 間 を 計 時 し て い る 場 合 は 、 前 記 第 １

の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 も し く は 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 に 応 じ て 、 前 記 保

温 自 動 終 了 手 段 は 保 温 動 作 を 自 動 終 了 す る ジ ャ ー 炊 飯 器 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 第 １ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 と 第 ２ の 所 定 時 間 を 比 較 し 、 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 計

時 し た 時 間 と 第 ３ の 所 定 時 間 を 比 較 し て 、 前 記 第 １ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 が 前 記 第 ２

の 所 定 時 間 を 超 え 、 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 が 前 記 第 ３ の 所 定 時 間 を 超 え た 場

合 、 保 温 開 始 か ら の 時 間 が 長 い 方 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 、 前 記 保 温 自 動 終 了 手 段 は 保 温

動 作 を 自 動 終 了 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ジ ャ ー 炊 飯 器 。

【 請 求 項 ３ 】

表 示 手 段 と 、 報 知 手 段 と 、 前 記 表 示 手 段 と 前 記 報 知 手 段 を 駆 動 す る 第 ２ の 制 御 手 段 を 設 け

、 前 記 第 ２ の 制 御 手 段 は 、 前 記 保 温 自 動 終 了 手 段 が 保 温 動 作 を 自 動 終 了 す る よ り も 第 ４ の

所 定 時 間 前 に 、 前 記 表 示 手 段 と 前 記 報 知 手 段 を 駆 動 し て 報 知 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載

の ジ ャ ー 炊 飯 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 一 般 家 庭 な ど で 利 用 さ れ る 保 温 機 能 を 有 す る ジ ャ ー 炊 飯 器 に 関 す る も の で あ

る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 こ の 種 の ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 を 設 け 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 が 蓋 開 閉 を 検

知 し た 場 合 に 、 保 温 を 自 動 終 了 さ せ る ま で の 時 間 を 延 長 す る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文

献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ４ １ ４ ２ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 使 用 者 が 意 図 し て 一 定 時 間 の 間 、 蓋 開 閉 を 行 わ な

い 場 合 や 、 停 電 中 の 蓋 開 閉 や 蓋 開 閉 検 知 手 段 に 異 常 が あ っ て 、 蓋 の 開 閉 を 検 知 す る こ と が

で き な い 場 合 な ど に 、 使 用 者 が 意 図 し て い な い に も 関 わ ら ず 、 保 温 が 自 動 終 了 し て し ま う

と い う 課 題 を 有 し て い た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 に よ る 蓋 開 閉 の 状 態 の み

に 依 存 せ ず 、 よ り 使 用 者 の 意 図 に 即 し た 保 温 機 能 を 有 す る ジ ャ ー 炊 飯 器 を 提 供 す る こ と を
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目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 蓋 開 閉 を 検 知 し て か ら の

経 過 時 間 を 計 時 す る 第 １ の 計 時 手 段 と 、 保 温 延 長 入 力 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す

る 第 ２ の 計 時 手 段 と 、 保 温 開 始 か ら の 時 間 を 計 時 す る 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 と 、 保 温 動 作

を 自 動 終 了 す る 保 温 自 動 終 了 手 段 と を 設 け 、 前 記 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 が

第 １ の 所 定 の 時 間 を 超 え て も 、 少 な く と も 、 前 記 第 １ の 計 時 手 段 も し く は 前 記 第 ２ の 計 時

手 段 が 時 間 を 計 時 し て い る 場 合 は 、 前 記 第 １ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 も し く は 前 記 第 ２

の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 に 応 じ て 、 前 記 保 温 自 動 終 了 手 段 は 保 温 動 作 を 自 動 終 了 す る 構

成 と し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ れ に よ っ て 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 に よ る 蓋 開 閉 の 状 態 の み に 依 存 せ ず 、 所 定 の 入 力 手 段 の

操 作 を し て か ら 所 定 の 時 間 が 経 過 す る ま で 、 保 温 動 作 が 自 動 終 了 し な い よ う に な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 蓋 の 開 閉 を 検 知 す る こ と が で き な い 場 合 や 、 意 図 し て 蓋 の 開

閉 を 行 わ な い 場 合 で も 、 使 用 者 が 意 図 し た 場 合 に 保 温 動 作 が 自 動 終 了 す る こ と を 避 け る こ

と が で き 、 よ り 使 用 者 の 意 図 に 即 し た 保 温 機 能 を 有 す る の で 、 使 用 者 の 利 用 実 態 に 即 し た

調 理 物 を 適 切 に 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ジ ャ ー 炊 飯 器 の ブ ロ ッ ク 図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 保 温 自 動 終 了 判 定 の フ ロ ー チ ャ ー ト

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ジ ャ ー 炊 飯 器 の ブ ロ ッ ク 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 １ の 発 明 は 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 前 記 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前

記 鍋 の 上 部 を 覆 う 蓋 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 検 知 を 行 う 蓋 開 閉 検 知 手 段 と を 有 し 、

炊 飯 開 始 を 指 示 す る 炊 飯 開 始 入 力 手 段 と 、 保 温 開 始 を 指 示 す る 保 温 開 始 入 力 手 段 と 、 前 記

炊 飯 ま た は 保 温 を 終 了 さ せ て 待 機 状 態 に 戻 す 終 了 入 力 手 段 と 、 保 温 延 長 を 指 示 す る 保 温 延

長 入 力 手 段 と 、 前 記 蓋 開 閉 検 知 手 段 に よ る 蓋 開 閉 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す る 第

１ の 計 時 手 段 と 、 前 記 保 温 延 長 入 力 手 段 に よ る 保 温 延 長 入 力 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を

計 時 す る 第 ２ の 計 時 手 段 と 、 保 温 開 始 か ら の 時 間 を 計 時 す る 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 と 、 待

機 、 炊 飯 、 保 温 等 の 各 モ ー ド の 処 理 手 順 に 従 っ て 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 保

温 動 作 を 自 動 終 了 す る 保 温 自 動 終 了 手 段 と を 設 け 、

前 記 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 を 超 え て も 、 少 な く と も 、

前 記 第 １ の 計 時 手 段 も し く は 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 時 間 を 計 時 し て い る 場 合 は 、 前 記 第 １

の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 も し く は 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 に 応 じ て 、 前 記 保

温 自 動 終 了 手 段 は 保 温 動 作 を 自 動 終 了 す る こ と に よ り 、 保 温 開 始 後 、 意 図 し て 蓋 の 開 閉 を

行 わ な い 場 合 や 蓋 の 開 閉 検 知 が 正 常 に 行 え な い 場 合 で も 、 保 温 延 長 入 力 手 段 を 操 作 す る こ

と に よ り 、 保 温 を 自 動 的 に 終 了 さ せ な い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 前 記 第 １ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 と 第 ２ の 所 定 時

間 を 比 較 し 、 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 と 第 ３ の 所 定 時 間 を 比 較 し て 、 前 記 第 １

の 計 時 手 段 が 計 時 し た 時 間 が 前 記 第 ２ の 所 定 時 間 を 超 え 、 前 記 第 ２ の 計 時 手 段 が 計 時 し た

時 間 が 前 記 第 ３ の 所 定 時 間 を 超 え た 場 合 、 保 温 開 始 か ら の 時 間 が 長 い 方 の 条 件 を 満 た し た

場 合 に 、 前 記 保 温 自 動 終 了 手 段 は 保 温 動 作 を 自 動 終 了 す る こ と に よ り 、 保 温 開 始 後 、 意 図

し て 蓋 の 開 閉 を 行 わ な い 場 合 や 蓋 の 開 閉 検 知 が 正 常 に 行 え な い 場 合 で も 、 保 温 延 長 入 力 手

段 を 操 作 す る こ と に よ り 、 少 な く と も 保 温 延 長 入 力 手 段 を 操 作 し て か ら 第 ３ の 所 定 時 間 の
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間 は 、 保 温 を 自 動 的 に 終 了 さ せ な い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 構 成 に 、 表 示 手 段 と 、 報 知 手 段 と 、 前 記

表 示 手 段 と 前 記 報 知 手 段 を 駆 動 す る 第 ２ の 制 御 手 段 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 制 御 手 段 は 、 前 記

保 温 自 動 終 了 手 段 が 保 温 動 作 を 自 動 終 了 す る よ り も 第 ４ の 所 定 時 間 前 に 、 前 記 表 示 手 段 と

前 記 報 知 手 段 を 駆 動 し て 報 知 す る こ と に よ り 、 使 用 者 に 保 温 動 作 が 自 動 終 了 す る 前 に 報 知

す る こ と で 、 使 用 者 に 保 温 の 継 続 を す る か ど う か の 判 断 を 促 す こ と が で き 、 使 用 者 が 保 温

の 継 続 を 望 む 場 合 に は 、 保 温 延 長 入 力 手 段 を 操 作 す る こ と で 、 少 な く と も さ ら に 第 ３ の 所

定 時 間 の 間 は 、 保 温 を 自 動 的 に 終 了 さ せ な い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の

形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 （ 実 施 の 形 態 １ ）

　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ジ ャ ー 炊 飯 器 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す も の で あ

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に お い て 、 本 体 （ 図 示 せ ず ） 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ 、 調 理 物 を 入 れ る 鍋 １ と 、 鍋

１ の 上 面 を 開 閉 可 能 に 覆 う 蓋 ７ を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 鍋 １ の 底 面 に は 、 鍋 １ を 加 熱 す る 加 熱 手 段 ２ を 配 し 、 蓋 ７ 上 部 に は 、 蓋 ７ の 開 閉 状 態 を

検 知 す る 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ を 配 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 主 に 鍋 １ 内 の 調 理 物 を 炊 飯 す る 機 能 と 、 保 温 す る 機 能 を 有 し て お り 、

鍋 １ 内 の 調 理 物 の 炊 飯 開 始 を 指 示 す る 炊 飯 開 始 入 力 手 段 ３ と 、 保 温 開 始 を 指 示 す る 保 温 開

始 入 力 手 段 ４ と 、 前 記 炊 飯 ま た は 保 温 を 強 制 的 に 終 了 さ せ て 待 機 状 態 に 戻 す 終 了 入 力 手 段

５ と 、 保 温 延 長 を 指 示 す る 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ の 各 入 力 手 段 に よ っ て 、 各 機 能 の 制 御 指 示

を 行 う 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ れ ら の 制 御 指 示 を 受 け て 、 待 機 、 炊 飯 、 保 温 等 の 各 モ ー ド の 処 理 手 順 に 従 い 、 制 御 手

段 ９ は 、 加 熱 手 段 ２ を 駆 動 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 保 温 開 始 か ら の 時 間 を 計 時 す る 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ と 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８

に よ る 蓋 開 閉 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す る 第 １ の 計 時 手 段 １ １ と 、 保 温 延 長 入 力

手 段 ６ に よ る 保 温 延 長 入 力 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す る 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ の 計

時 手 段 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態 に 戻 す 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ を 設 け る 。 本 実

施 の 形 態 で は 、 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ を ２ ４ 時 間 、 第 ２ の 所 定 時 間 ｔ ２ を １ ２ 時 間 、 第 ３

の 所 定 時 間 ｔ ３ を ４ ８ 時 間 と し て 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ジ ャ ー 炊 飯 器 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 制 御 手 段 ９ は 、 待 機 状 態 か ら 炊 飯 開 始 入 力 手 段 ３ よ り の 入 力 に よ り 加 熱 手 段 ２ を 駆 動 し

て 炊 飯 を 開 始 し 、 炊 飯 が 終 了 す る と 自 動 的 に 保 温 に 入 る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 保 温 中 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 保 温 開 始 か ら の 時 間 を 計 時 し 、 第 １ の 計 時 手 段 １

１ が 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 し 、 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２

が 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ を 操 作 さ れ て 保 温 延 長 入 力 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す る

。
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【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま ず 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 せ ず 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 も

検 知 し な か っ た 場 合 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １

で あ る ２ ４ 時 間 を 超 え た 時 点 で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し

待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 そ の 際 、 第 １ の 計 時 手 段 １ １ 及 び 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が 計 時 し た 時 間 は ０ （ ゼ ロ ） で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 次 に 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 し た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０

が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ で あ る ２ ４ 時 間 を 超 え 、 か つ 第 １ の 計 時 手 段 １ １

が 計 時 し た 時 間 が 第 ２ の 所 定 時 間 ｔ ２ で あ る １ ２ 時 間 を 超 え た 時 点 で 、 保 温 自 動 終 了 手 段

１ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 一 方 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 を 検 知 し た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が

計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ で あ る ２ ４ 時 間 を 超 え 、 か つ 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が

計 時 し た 時 間 が 第 ３ の 所 定 時 間 ｔ ３ で あ る ４ ８ 時 間 を 超 え た 時 点 で 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３

に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 更 に 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 し 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 を 検

知 し た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ で あ る

２ ４ 時 間 を 超 え 、 か つ 第 １ の 計 時 手 段 １ １ が 計 時 し た 時 間 が 第 ２ の 所 定 時 間 ｔ ２ で あ る １

２ 時 間 を 超 え 、 並 び に 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が 計 時 し た 時 間 が 第 ３ の 所 定 時 間 ｔ ３ で あ る ４

８ 時 間 を 超 え た 時 点 で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態

に 戻 る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 保 温 自 動 終 了 判 定 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ０ １ で 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 し た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０

２ に 進 み 、 検 知 し な か っ た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ２ で は 、 第 １ の 計 時 手 段 １ １ が 計 時 し た 時 間 が １ ２ 時 間 以 下 で あ れ ば ル ー

プ し 、 １ ２ 時 間 を 超 え た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ で 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 を 検 知 し た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ４

に 進 み 、 検 知 し な か っ た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ５ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ４ で は 、 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が 計 時 し た 時 間 が ４ ８ 時 間 以 下 で あ れ ば ル ー

プ し 、 ４ ８ 時 間 を 超 え た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ５ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ５ で は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 計 時 し た 時 間 が ２ ４ 時 間 以 下 で あ れ

ば Ｓ ０ １ の 前 に ル ー プ し 、 ２ ４ 時 間 を 超 え た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ６ に 進 み 、 保 温 自 動 終

了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 を 検 知 し て か ら の 時 間

を 第 １ の 計 時 手 段 １ １ が 計 時 し 、 計 時 し た 時 間 が 第 ２ の 所 定 時 間 の １ ２ 時 間 以 上 に な る ま

で 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な い た め 、 少 な く と も 使 用 者 が 使 用 す る た め に 蓋 開 を 検

知 し て か ら 第 ２ の 所 定 時 間 の １ ２ 時 間 の 間 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し て い る

時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 の ２ ４ 時 間 を 超 え て い て も 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な く
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な り 、 使 用 中 に も か か わ ら ず 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な い よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 炊 飯 終 了 後 に 、 使 用 者 が 蓋 ７ を 開 放 す る こ と な く 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ の 操 作 を

も し な か っ た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し て い る 時 間 が 第 １ の 所 定 時 間 で

あ る ２ ４ 時 間 を 超 え た 場 合 、 即 ち 、 炊 飯 が 終 了 し て 自 動 的 に 保 温 に 入 っ て か ら ２ ４ 時 間 を

超 え た 場 合 に は 、 そ の 時 点 で 保 温 動 作 を 終 了 し 、 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 し か し 、 蓋 ７ を 開 放 す る こ と な く 保 温 を 継 続 し て お き た い と 考 え た 場 合 は 、 保 温 開 始 か

ら 第 １ の 所 定 の 時 間 で あ る ２ ４ 時 間 ま で に 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ を 操 作 す る こ と で 、 保 温

延 長 入 力 操 作 か ら 第 ３ の 所 定 時 間 の ４ ８ 時 間 の 間 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し

て い る 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 の ２ ４ 時 間 を 超 え て い て も 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と

が な く な り 、 使 用 者 が 保 温 を 継 続 し て お き た い 場 合 に は 、 蓋 ７ を 開 放 の 有 無 に か か わ ら ず

、 一 定 の 期 間 は 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な い よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 所 定 の 時 間 を ２ ４ 時 間 、 第 ２ の 所 定 時 間 を １ ２ 時 間 、

第 ３ の 所 定 時 間 を ４ ８ 時 間 と し て い る が 、 こ の 値 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 使 用 者 が 使 用

し て い る ま た は 保 温 継 続 の 意 思 が あ る の に 、 第 １ の 所 定 の 時 間 で 自 動 的 に 終 了 し な い の で

あ れ ば よ い の は 明 ら か で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 所 定 時 間 と 第 ３ の 所 定 時 間 を そ れ ぞ れ 固 定 し た 値 と し

て い る が 、 第 １ の 所 定 の 時 間 ま で の 残 り 時 間 に 応 じ て 変 更 す る よ う に し て も よ い し 、 そ れ

ぞ れ 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 お よ び 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ に よ る 保 温 延 長 入 力 指

示 を 検 知 す る 都 度 、 増 加 す る よ う に し て も よ い し 、 そ の 値 が 一 定 の 値 （ 例 え ば １ ０ ０ 時 間

） 以 上 に な っ た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し て い る 時 間 に よ っ て 保 温 が 自

動 的 に 終 了 す る こ と が な い よ う に し て も よ い の は 明 ら か で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ と し て 、 独 立 し た 入 力 手 段 を 設 け た が 、

使 用 者 が 使 用 中 に 意 図 し て 操 作 し た こ と が わ か れ ば よ い の で 、 他 の 入 力 手 段 の い ず れ か ま

た は 複 数 の 入 力 手 段 と 兼 用 し て も よ い の は 明 ら か で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ジ ャ ー 炊 飯 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ３ に お い て 、 図 １ と 同 じ 番 号 を 付 し た も の は 、 同 じ で あ る の で 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る

。 表 示 手 段 ２ １ は Ｌ Ｃ Ｄ 等 で あ り 、 報 知 手 段 ２ ２ は ブ ザ ー 等 で あ り 、 そ れ ぞ れ 保 温 動 作 の

終 了 を 使 用 者 に 知 ら せ る も の で あ り 、 第 ２ の 制 御 手 段 ２ ３ で 表 示 手 段 ２ １ と 報 知 手 段 ２ ２

を 駆 動 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ジ ャ ー 炊 飯 器 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 制 御 手 段 ９ は 、 待 機 状 態 か ら 炊 飯 開 始 入 力 手 段 ３ よ り の 入 力 に よ り 加 熱 手 段 ２ を 駆 動 し

て 炊 飯 を 開 始 し 、 炊 飯 が 終 了 す る と 自 動 的 に 保 温 に 入 る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 保 温 中 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 保 温 開 始 か ら の 時 間 を 計 時 し 、 第 １ の 計 時 手 段 １

１ が 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 し 、 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２

が 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ を 操 作 さ れ て 保 温 延 長 入 力 を 検 知 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 す る

。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま ず 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 せ ず 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 も

検 知 し な か っ た 場 合 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １
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で あ る ２ ４ 時 間 を 超 え た 時 点 で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し

待 機 状 態 に 戻 る 。 そ の 際 、 第 １ の 計 時 手 段 １ １ 及 び 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が 計 時 し た 時 間 は

０ （ ゼ ロ ） で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の 制 御 手 段 ２ ３ は 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終

了 し 待 機 状 態 に 戻 る 時 間 よ り 第 ４ の 所 定 時 間 ｔ ４ で あ る 約 １ 時 間 前 に 、 表 示 手 段 ２ １ と 報

知 手 段 ２ ２ で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 す る 時 間 が 近 い こ と

を 使 用 者 に 表 示 、 報 知 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 し た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０

が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ で あ る ２ ４ 時 間 を 超 え 、 か つ 第 １ の 計 時 手 段 １ １

が 計 時 し た 時 間 が 第 ２ の 所 定 時 間 ｔ ２ で あ る １ ２ 時 間 を 超 え た 時 点 で 、 保 温 自 動 終 了 手 段

１ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の 制 御 手 段 ２ ３ は 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終

了 し 待 機 状 態 に 戻 る 時 間 よ り 第 ４ の 所 定 時 間 ｔ ４ で あ る 約 １ 時 間 前 に 、 表 示 手 段 ２ １ と 報

知 手 段 ２ ２ で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 す る 時 間 が 近 い こ と

を 使 用 者 に 表 示 、 報 知 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 一 方 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 を 検 知 し た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が

計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ で あ る ２ ４ 時 間 を 超 え 、 か つ 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が

計 時 し た 時 間 が 第 ３ の 所 定 時 間 ｔ ３ で あ る ４ ８ 時 間 を 超 え た 時 点 で 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３

に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の 制 御 手 段 ２ ３ は 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終

了 し 待 機 状 態 に 戻 る 時 間 よ り 第 ４ の 所 定 時 間 ｔ ４ で あ る 約 １ 時 間 前 に 、 表 示 手 段 ２ １ と 報

知 手 段 ２ ２ で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 す る 時 間 が 近 い こ と

を 使 用 者 に 表 示 、 報 知 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 更 に 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 閉 の 変 化 を 検 知 し 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ か ら の 入 力 を 検

知 し た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ が 計 時 し た 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 ｔ １ で あ る

２ ４ 時 間 を 超 え 、 か つ 第 １ の 計 時 手 段 １ １ が 計 時 し た 時 間 が 第 ２ の 所 定 時 間 ｔ ２ で あ る １

２ 時 間 を 超 え 、 並 び に 第 ２ の 計 時 手 段 １ ２ が 計 時 し た 時 間 が 第 ３ の 所 定 時 間 ｔ ３ で あ る ４

８ 時 間 を 超 え た 時 点 で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 し 待 機 状 態

に 戻 る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の 制 御 手 段 ２ ３ は 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終

了 し 待 機 状 態 に 戻 る 時 間 よ り 第 ４ の 所 定 時 間 ｔ ４ で あ る 約 １ 時 間 前 に 、 表 示 手 段 ２ １ と 報

知 手 段 ２ ２ で 、 保 温 自 動 終 了 手 段 １ ３ に よ り 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 す る 時 間 が 近 い こ と

を 使 用 者 に 表 示 、 報 知 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 蓋 開 閉 検 知 手 段 ８ が 蓋 開 を 検 知 し て か ら の 時 間

を 第 １ の 計 時 手 段 １ １ が 計 時 し 、 計 時 し た 時 間 が 第 ２ の 所 定 時 間 の １ ２ 時 間 以 上 に な る ま

で 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な い た め 、 少 な く と も 使 用 者 が 使 用 す る た め に 蓋 開 を 検

知 し て か ら 第 ２ の 所 定 時 間 の １ ２ 時 間 の 間 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し て い る

時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 の ２ ４ 時 間 を 超 え て い て も 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な く

な り 、 使 用 中 に も か か わ ら ず 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な い よ う に な る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 炊 飯 終 了 後 に 、 使 用 者 が 蓋 ７ を 開 放 す る こ と な く 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ の 操 作 を

も し な か っ た 場 合 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し て い る 時 間 が 第 １ の 所 定 時 間 で
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あ る ２ ４ 時 間 を 超 え た 場 合 、 即 ち 、 炊 飯 が 終 了 し て 自 動 的 に 保 温 に 入 っ て か ら ２ ４ 時 間 を

超 え た 場 合 に は 、 そ の 時 点 で 保 温 動 作 を 終 了 し 、 待 機 状 態 に 戻 る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 し か し 、 蓋 ７ を 開 放 す る こ と な く 保 温 を 継 続 し て お き た い と 考 え た 場 合 は 、 保 温 開 始 か

ら 第 １ の 所 定 の 時 間 で あ る ２ ４ 時 間 ま で に 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ を 操 作 す る こ と で 、 保 温

延 長 入 力 操 作 か ら 第 ３ の 所 定 時 間 の ４ ８ 時 間 の 間 は 、 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段 １ ０ で 計 時 し

て い る 時 間 が 第 １ の 所 定 の 時 間 の ２ ４ 時 間 を 超 え て い て も 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と

が な く な り 、 使 用 者 が 保 温 を 継 続 し て お き た い 場 合 に は 、 蓋 ７ を 開 放 の 有 無 に か か わ ら ず

、 一 定 の 期 間 は 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る こ と が な い よ う に な る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ま た 、 い ず れ の 場 合 に も 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る よ り も 第 ４ の 所 定 時 間 ｔ ４ の １ 時 間

前 に 表 示 手 段 ２ １ と 報 知 手 段 ２ ２ に よ っ て 、 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 す る 時 間 が 近 い こ と

を 使 用 者 に 表 示 、 報 知 す る の で 、 使 用 者 が 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ の 操 作 を 忘 れ て い た 場 合 で

も 、 自 動 的 に 保 温 動 作 を 終 了 す る 前 に 、 保 温 延 長 入 力 手 段 ６ の 操 作 を 促 す こ と が で き 、 使

用 者 が 意 図 せ ず 自 動 的 に 保 温 が 終 了 す る こ と が な い よ う に な る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ４ の 所 定 の 時 間 ｔ ４ を １ 時 間 と し て い る が 、 使 用 者 が 使 用

し て い る ま た は 保 温 継 続 の 意 思 が あ る の に 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 し な い よ う に 事 前 に 報 知

で き れ ば よ い の で 、 こ の 値 に 限 定 さ れ る も の で な い の は 明 ら か で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る 第 ４ の 所 定 の 時 間 前 に 一 回 だ け 報 知

す る よ う に し て い る が 、 時 間 を 空 け て 複 数 回 報 知 す る よ う に し て も よ い し 、 都 度 報 知 の 内

容 や 間 隔 を 変 更 す る よ う に し て も よ い し 、 表 示 手 段 は 継 続 し て 表 示 、 報 知 手 段 は 時 間 を 空

け て 複 数 回 報 知 と い う よ う に し て も よ い の は 明 ら か で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 保 温 が 自 動 的 に 終 了 す る 条 件 に か か わ ら ず 、 第 ４ の 所 定 の 時

間 を 一 定 と し て い る が 、 そ れ ぞ れ の 条 件 に 応 じ て 変 更 す る よ う に し て も よ い の は 明 ら か で

あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ジ ャ ー 炊 飯 器 は 、 保 温 時 間 の 制 御 が 、 蓋 の 開 閉 の み に 依

存 し な い の で 、 使 用 者 が 意 図 し た 場 合 に 保 温 動 作 が 自 動 終 了 す る こ と を 避 け る こ と が で き

、 よ り 使 用 者 の 意 図 に 即 し た 保 温 機 能 を 有 す る の で 、 保 温 機 能 を 有 す る 調 理 機 器 等 の 用 途

に も 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 １ 　 鍋

　 ２ 　 加 熱 手 段

　 ３ 　 炊 飯 開 始 入 力 手 段

　 ４ 　 保 温 開 始 入 力 手 段

　 ５ 　 終 了 入 力 手 段

　 ６ 　 保 温 延 長 入 力 手 段

　 ７ 　 蓋

　 ８ 　 蓋 開 閉 検 知 手 段

　 ９ 　 制 御 手 段

　 １ ０ 　 保 温 経 過 時 間 計 時 手 段

　 １ １ 　 第 １ の 計 時 手 段

　 １ ２ 　 第 ２ の 計 時 手 段

　 １ ３ 　 保 温 自 動 終 了 手 段

　 ２ １ 　 表 示 手 段
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　 ２ ２ 　 報 知 手 段

　 ２ ３ 　 第 ２ の 制 御 手 段

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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